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トリニダード・トバゴ月間情勢報告 

（２０２４年４月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

４月のトリニダード・トバゴの内政、経済、外交月間報告は以下の通り。 

 

１ 概況 

●ポートオブスペイン総合病院（ＰＯＳＧＨ）の新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）

で細菌感染が発生し、合計１１人の乳児が死亡。 

●英国国籍の観光客がトバゴ島で海水浴中にサメに襲われ負傷。 

●ヤング・エネルギー相は、国内の電力網に再生可能エネルギーを拡大導入する

計画が閣議決定されたと発表。 

●ＴＴにおける２０２４年第１四半期の豪ウッドサイド・エナジー社による石

油生産量は、２０２３年第４四半期比５６％減となり、天然ガスの生産量も同四

半期比１０％減となった。 

 

２ 内政 

●（１８日報道）ポートオブスペイン総合病院（ＰＯＳＧＨ）の新生児集中治療

室（ＮＩＣＵ）で細菌感染が発生し、合計１１人の乳児が死亡。汎米保健機構（Ｐ

ＡＨＯ）が本件に関する依頼調査を受託。 

●（２６日、３０日報道）英国国籍の観光客がトバゴ島で海水浴中にサメに襲わ

れ負傷。政府は島内の７つのビーチを一時閉鎖すると発表。  

 

３ 経済 

●（１８日報道）サングレ・グランデ地域自治体にて、８．５億ＴＴドル（約１．

２５億米ドル）を投じて大型病院が完成。 

●（２３日報道）ヤング・エネルギー相は、国内の電力網に風力エネルギーやグ

リーン水素等含む再生可能エネルギーを拡大導入する計画が閣議決定されたと

発表。 

●（２３日報道）国営ガス会社（ＮＧＣ）は、２０１７年以来となるエネルギー・

インフラや開発中のエネルギー・プロジェクトを掲載したＴＴ国内の「エネルギ

ー・マップ」及び初の「グリーン・エネルギー・マップ」を発表。 

●（２６日報道）児童虐待防止啓発月間を受け、丸紅パワーインターナショナル

社は、３歳～１２歳の児童保護に従事する慈善非営利団体ホープ・センターに１

万米ドルを寄付。 
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●（２７日報道）ゴピ＝スクーン貿易・産業相は、ＴＴ・中国間の貿易・投資関

係強化のため、中国泰州市代表団と会談を実施。 

●（２７日報道）ファーウェイＴＴ社とカリブ電気通信連合（ＣＴＵ）は、ＩＣ

Ｔ政策や規制に関する情報交換、ネットワーク・セキュリティ、データ保護や５

Ｇ等に関する共同研究やワークショップの実施等を通し、カリブ地域における

デジタル・トランスフォーメーションの推進を目的とする覚書を締結。 

●（２８日報道）ＴＴにおける２０２４年第１四半期の豪ウッドサイド・エナジ

ー社による石油生産量は、２０２３年第４四半期比５６％減となり、天然ガスの

生産量も同四半期比１０％減となった。 

 

４ 外交 

●（４日報道）ＴＴ・ベネズエラ間の新たな高速フェリーの運航が開始。所要時

間は２時間半、現在は月１度の運航だが、今後２週間に一度の運航となる予定。 

●（２３日外務省発表）ブラウン外務大臣と方遒中国大使は、ＴＴと中国の外交

関係樹立５０周年を記念して作成されたロゴマークを発表。 


